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受験資格

昭和58年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学で
考古学を専攻し、学芸員資格を有する人、または平成26年３月31
日までに資格取得見込みの人

昭和53年４月２日以降に生まれた人で、臨床心理士資格を有する
人、または平成26年３月31日までに資格取得見込みの人

昭和60年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学、
短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程の修了年限が２年以
上のものに限る）で土木の専門課程を修了した人、または平成26年
3月31日までに卒業見込みの人。並びに、昭和60年４月２日以降に
生まれた人で、高等学校で土木の専門課程を修了した人

昭和58年４月２日以降に生まれた人で、一級建築士資格を有する
人、または平成26年３月31日までに資格取得見込みの人
昭和60年４月２日以降に生まれた人で、二級建築士資格を有する
人、または平成26年３月31日までに資格取得見込みの人
昭和60年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学、
短期大学、高等専門学校、専修学校で建築の専門課程を修了し、建
築士法第15条に基づく二級建築士受験資格を有する人、または平成
26年３月31日までに修了し、同受験資格を有する見込みの人

昭和62年４月２日以降に生まれた人で、幼稚園教諭免許と保育士資
格を有する人、または平成26年３月31日までに免許・資格取得見
込みの人

※学校力向上推進プランは、市ホームページからもご覧いただけます

めざす学校像

　市教育委員会では、市内の小・中学校が抱える教育課題に対して、平成28年度までに市教育委員会と津山市
内の全ての学校が一丸となって取り組むべきことをまとめた「学校力向上推進プラン」を策定しました。その
内容を紹介します。
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学校力向上推進プランを策定しました
問学校教育課☎32-2116

津山市職員採用資格試験
問人事課〒708-8501津山市山北520（市役所３階）☎32-2043

とき
７月28日㈰午
前９時30分～
ところ
津山市役所
応募方法
人事課または
各支所市民生
活課に備え付
けの申込書
（市ホームペ
ージからも印
刷可）に記入
し、直接また
は郵送で応募
締め切り
７月５日㈮午
後５時15分必
着

６月23日～29日は「男女共同参画週間｣
問津山男女共同参画センター「さん・さん」(アルネ・津山５階）☎31-2533

　男女が性別によって制限されることなく、そ
れぞれの資質や能力を十分に発揮することがで
きる「男女共同参画社会」の実現のために、わ
たしたちができることを考えてみましょう。

パネル展を開催します
とき　６月22日㈯～30日㈰午前10時～午
後７時

ところ　市立図書館前ホール（アルネ・津
山４階）

内容　男女共同参画に関する啓発用パネル
やポスターの掲示、パンフレットなどの
配布

My Townつやま活用事業 学校支援地域本部事業
３つの提案６つの取組 津山市小・中学校連携事業

家庭学習と生活リズム
家庭（PTA）と協力しながら、
家庭学習を習慣化させ、基本的
な生活リズムを定着させます

外国語活動の充実

35人学級編成の推進

研究指定・校内研究支援
学校ごとの課題に応じた校内研
究を行い、教員の専門性を向上
させ、指導力を充実させます

わかる授業
学力と意欲向上のための授業の
工夫を行い、情報機器を整備し
て、積極的に利用します

標準学力調査による学力実態把握
小学３年生と５年生で標準学力
調査を実施して、つまずきの解
消や計画的な指導に生かします

学力向上

特別支援教育センター
特別支援教育体制を一層
充実させます

自立支援
関係機関との連携を強化
します

個別の教育支援計画
特別な支援が必要な子ど
もに適切な指導を継続的
に進めます

指導力の向上
さまざまな研修会を開催
して、教員の指導力を高
めます

早期からの教育相談
発達が気になる子どもの
相談や就学の相談などを
早期に実施して、保護者
への支援体制を整えます

特別支援教育

不登校への対応
｢不登校支援指針（仮
称)｣を策定し、不登校の
未然防止に向けた取組を
徹底します

生徒指導・教育相談
スクールカウンセラーの
配置を積極的に進め、子
どもたちの悩みを受け止
め、解決していく教育相
談体制を整備します

人間関係づくり
小学５年生と中学１年生
でアンケート調査を実施
し、実態把握を行って学
級運営や人間関係づくり
を進め、問題行動の改善
と落ち着いて学習できる
環境を整えます

生徒指導・ 
不登校支援

子どもたちが生き生きと学び、楽しく遊び、友だちを作り、自分であることに
誇りを持ち、夢と希望を育むことができる「わかる授業、楽しい学校」

職場で
男女がともに
働きやすい環
境が整えられ
ている

家庭で
家族の個人個
人がお互いに
尊重し合い、
協力し合う

地域で
男女がともに
主体的に地域
活動やボラン
ティアに参画

ひとりひとりの豊かな人生

男女共同参画社会のイメージ

紅一点じゃ、足りない｡
平成25年度内閣府男女共同参画週間キャッチフレーズ


